
地

線

妨
十

l
怨

節

五
班

田

上

山

の
.
鋳

物

第

忘

偏

闇
上
山
の
範
園
と

産

出

錬

物

々
ナ
カ

､-

田

上

出

ビ
は
滋
賀
豚
栗
太
郡
上
悶
上
'
下
田
上
､
大

石
の
三
箇
相
に
亘
れ
る

一
大
禿
山
で
'
赤
褐
色
の
花
岡

碧
よ
り
成
る
｡
傾
斜
急
な
嶺
及
谷
に
は
縦
横
に
走
る
ペ

グ

マ
タ
イ
ト
岩
脈
が
あ
っ
て
中
に
晶
洞
を
な
し
て
p
長

石
､
水
晶

･
黄
管
石

(黄
立
石
)､
雲
母
品
岨
束
石
,練
柱

石

･
屯
ナ
ザ
イ
ト

･
狼
鏡
餅
÷

ン
ガ
ン
鋭

･
錫
石
･方

鉛
鉱

･閃
亜
鉛
鉱

｡
蓑
銅
盤
等
十
敗
積
の
鋭
物
を
産
出

し
.
我
が
聞
及
び
海
外
に
其
の
名
を
知
ら
れ
て
屠
る
｡

騎
物
採
集
は
今
よ
-
凹
五
十
年
前
英
人
が
政
府
の
許

可
を
待
て
大
々
的
に
採
集
し
た
の
に
始
ま
る
｡
其
の
際

蛍
蟹
石
の
底
出
塁

三
･
飴
貫
目
,JJJ
栴
せ
ら
れ
殆
ん
'.,/J
大

部
分
は
海
外
に
崎
出
さ
れ
我
が
､
田
上
両
の
名
を
な
し

わ
た
の
で
る
0

中

司

稔

其
の
後
度
々
採
集
を
見
其
の
他
の
錬
物
の
産
出
も
多

最
に
し
て
今
日
も
何
産
出
を
見
る
の
で
あ
る
｡
次
に
鹿

川
せ
し
主
な
る
山
名
だ
動
物
名
だ
を
記
す
｡

妙

見

=_
火

石

部
班
石

長

石

下
川
上
村
の
琴
､闘
津
峠
)

純
色
の
弟
品

正
長
石
､
布
和
の
双
=

仙
'
革
晶

小
竹
出

か
醐
(舵
帆

ケ
泌
)
下
川
上
村
捌
ノ

押

鞍
蜜
石

褐
色

の
弟
晶
'
モ
ナ
ザ
イ
ト
入

長

石

水

晶

貸

付

欠

埠

ケ

紐

帯
棄
石

.<

札

長

石

各
村
の
双
晶
及
軌
瓜

甘
て
バ
ベ
ノ
式
双
nM
の
方
凹
寸
角
の
火
晶
産
別
ぜ
し

こ
と
め
り
O

放
水
曲
'大
な
る
J
の
に
は
十
三
数

日の
も
の
あ
り
D

各
種
糾

蹄
～;
少
し
｡

各
神
の
関
の
硯
ほ
れ
た
る
-
S
'

正
長
石
.
私
印
の
双
晶
:
取
乱
､



旅
枕
石

紬
端
の
昼
食
な
る
-
の
-

自
色
砂
土
中
'1

砥
奴
石

針
状
紬
日脚
1

･;
色
砂
土
中
に

国

見

(大
仙
･=_
北
軍
的
rJ
五
三

二
米
)

深
安
ポ

純
色
の
鵡
品

水

晶

大

品

狼
銑

鎖

チ

y

y

〃

ド
空
相

堂

山

下

川

上

村
森

fW=班
.6

日
､
淡

帝

也

水

瓶

雨
靴

､
出
水
日
印
(
ぬ
非
状
)

狼
蛾
触

マ
ソ
ガ
ン
鋭

長

石

正
長
石
､
禦

州
各
和

光

戸

山

上
目
上
村
中

野

水

仙

蛸

水
晶

長

石

カ
ル
､

ス
バ
ー
ド
式
､
バ

ベ
ノ

式

双

‖
仙

%
.1g

母

日
､
朗
射
蒜

天

紳

山

上
目
上
相
中
野

水

n
m

灼
水
晶
'
火
品
'

小
目｡=

丘

.6

終

=州
の
火
小

モ
リ

ブ
デ

ゾ
鎌

北
･S
封

の
石
切
場
よ

り

少

盈

六

箇

山

水

瓜

排

水
恥

長

石

･
川
上

山

の
紙

胸

肋

戟

山
水

品

規
水
仙

の
火
払
､
各
種
の
田
の
現
ほ
れ
小

言

も
の

長

石

ガ
鉛
助

閃
E.iR:紛
助

帯
鋼
焼

一

少

丑

今
日
ま

で

の
産

出
は
下
凹
上
村
方
面
を
主
だ
し
小
竹

生
ケ
轟
､
東
塔

ケ
獄
､
閲
見
赦
､
堂
山
の
各
山
之
に
次
ぎ

上
机
上
村
方
両
に
も
多
少
の
産
出
を
見
た
の
で
あ
る
｡

今
日
ま
で
の
採
集
だ
砂
防
工
事
の
進
捗
の
結
果
産
出
最

は
減
じ
た
る
も
P
流
水
の
た
め
に
上
部
の
土
砂
流
出
し

晶
洞
の
地
表
に
現
は
れ
其
の
採
集
の
容
易
な
る
も
の
が

少
-
な
い
｡
殊
に
本
年
行
は
れ
る
砂
防
工
事
場
は
ペ
グ

:

～
･l
･:石
.;･[･;:･JJ･_=lに
小.
∵

1.,･殊

l
:=[･:I.･:I..=''･?.J･.,.,1･
由

り
好
機
食
の
度
々
あ
る
こ
ぎ

%)像
憩
さ
れ
て

屠
る
.

第
二
篇

各

鉱

物

誌

第
二

卑

水

晶

-.
･
晶
洞
中

に

於

け
る

産
出
状
態

に
依
PI
て
山
上
地
方

に
て
呼
ば
れ
て
屠
る
分
線
,I-J
其
の
特
徴

水
晶
は
田
上
金
山
に
瓦
-
て
北
開
岩
中
の
ペ
グ

マ
ク

要

一

7
三



也

た

i.fT十

7
=.pry

イ
･L
岩
脈
中
に
晶
洞
を
な
し
て
p
黄
賛
石

｡
長
石

｡

雲
母

･
其
の
他
の
鋭
物
,,IJ
北
ハ庶
す
る
も
の
で
鹿
田
状

態
に
依
わ
て
'
次
の
如
-
呼
ん
で
ゐ
る
O

l
､
ト
ヅ
コ
ク

晶
洞
は
細
長
に
向
合
っ
て
脈
を
な
し
長
石
の
岩
盤

に
水
晶
の
多
-
が
林
立
し
て
屠
る
も
の
｡

特
徴

細
長
き
粒
状
の
水
晶
が
向
合
っ
て
立
っ
て

屠
て

｡
中
央
部
は
粘
土
で
浦
さ
れ
て
屠
る
｡
採

基
す
る
時
は
長
石
の
岩
盤
上
に
林
立
し
た
形
を

t･tす
｡

2

載

水
晶
'

晶

洞
ビ

し
て
庶
出
せ
ず
岩
脈
よ
-
も
枇
き
岩
石
の

裂
目
に
美
し
き
小
晶
の
多
数
に
現
は
れ
る
も
の
で

小
晶
の
無
数

に
林
立
し
た
形
が
恰
も
花
の
如
-
莱

し
き
た
め
に
か
-
呼
ば
れ
て
ゐ
る
｡

こ
の
水
晶
は
粘
土
を
件
は
な
い
の
を
特
徴
ビ
す
る

3
､
錆

水

晶

堂
山

に

主

AJ-J
し
て
渡
し
其
の
形
鎧
を
肴
た
る
人
形

の
如
-
兄
ゆ
る
に
依
-
か
-
呼
ば
れ
て
ゐ
る
｡

結
晶
は
普
通
な
る
も
白
水
晶
の
結
晶
せ
る
上
部
に

節
五
批

ヨ

ニ

E
田

鹿
水
晶
の
一形
而
自
-
成
養
せ
る
も
の
で
累
帯
構
造

を
な
し
文
殊
に
平
行
連
晶
を
明
か
に
示
す
面
白
き

も
の
で
あ
る
｡

lTL
T
.L
水虫空

姉1攻ビして自水晶成長しp然る後母紋の嘩化ビ共に節二次的に鮭晶の上方に燈水晶
が平行連晶的に成長したるものであるC,

4､帽子被-

晶洞中より庶出する結晶は殆んざ全部この種の水晶のみでp鹿水晶又は盈水晶の上方

固二第

リ被子 暗



5
に
又
は
表
面
に
自
水
晶
の
平
行
成
長
せ
る
も
の
で

外
軌
恰
も
､
帽
子
を
被
れ
る
如
-
に
革

孔
る
｡

第

一
次
に
煙
水
晶
p
鎧
水
晶
の
完
灸
な
る
成
長
を

な
せ
し
後
節
二
次
的
に
白
水
晶
成
長
し
た
る
も
の

で
､
中
に
は
上
部
の
自
水
晶
の
部
分
が
剰
鞘
す
る

も
の
あ
-
.
こ
の
場
合
は
多
-
蛋
晶
を
L･B
L
で
ゐ

る
O

.
ダ

ス
撮

水
晶
､
長
石
等
の
産
用
す
る
晶
洞
申
よ
-
以
上
の

鉱
物
採
基
後
其
の
晶
洞
の
下
肢
に
長
石
の
小
袖
晶

の
基
合
せ
る
平
板

上
に水
晶
の
小
晶
散
在
し
た
る

も
の
を
い
ふ
｡

こ
れ
が
産
出
す
る
亡
き
は
晶
洞
の
下
底
な
る
こ
と

を
弥
る
,,vJ
共
に
荷

-I
皮
こ
れ
が
､
下
方
に
新
な
る

晶
洞
の
存
在
す
る
か
な
試
み

に
打
っ
亡
き
は
其
の

膏
に
依
-
て
其
の
存
否
を
知
る
こ
.,J
が
粗
凍
る
か

-
の
如
き
産
状
は
恰
も
風
呂
の
グ

ス
巌
に
似
て
ゐ

る
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
｡

6
､
煙
水
晶

結

晶

は

普

通
な
る
も
の
で
何
等
姫
路
な
瓢
の
な
い

m
上

山
の
銀

物

色
の
淡
い
-
の
な
か
-
呼
ん
で
ゐ
る
｡

7
､
両

共

晶
洞
の
大
な
る
時
に
は
基
の
中
心
に
粘
土
藍

榊
た

し
て
ゐ
る
0
基
の
粘
土
に
包
ま
れ
て
網
錐
を
有
す

る
完
金
な
結
晶
が
産
机
す
る
の
で
あ
る
Q

二
p
普
通
の
分
賦
ビ
其
の
研
究

l
､
白
水
晶

白

色
不

透

明
の
も
の
多
-
牢
透
明
な
る
も
の
稀
に

あ
-
｡
最
も
多
き
は
煙
水
晶
の
上
部
に
白
色
の
水

晶
成
長
し
凝
滞
構
造
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡

か
-
の
如
き
構
造
の
多
き
は
第

1
次
に
虚
水
晶
成

長
し
然
る
後
節
二
次
的
に
付
液
の
嘩
化
を
凍
化
し

て
成
長
せ
る
も
の
～
如
し
｡
自
水
晶
は
産
出
空

j'

-
且
つ
結
晶
美
し
か
ら
す
｡

cS
p
廼
水
晶

苧

b
多
風音

産
出
す
る
も
の
に
し
て
Em
上
産
は
殆

ん
ぎ

品

種
な

,a
.
晶
洞
申
よ
-
長
石
壷

撃

輩

蟹
石
､
其
の
他

の
焼
物
ビ
共
産
す
0

色
p
各
階
均
質
な
れ
.,U
も
浪
挽
程
々
あ
ゎ
｡

A
p
鮎
晶
多
-
は
完
全
な
り

王室

一
五



∫lk

e:,

第
十

E
怨

白
色
､
無
色
'
建
色
の
斑
を
な
し
規
則
正
し
き

平
行
成
長
を
な
し
鼎
帯
構
造
空

ポ
す
も
の
あ
-

Pq
Y
結
晶
に
依
る
分
租

a
､
右

水
品

界

ノ
表

面

亙

-
)
の
桂
面
の
石
警

視
は
れ
た
る
も
の
に
し
て
完
全
な
る
も
の
少

な
し
四
分

ノ

山
錐
面
は
蝕
像
の
布
衣
す
る
こ

と
に
煉
っ
て
静
め
る
こ
と
が
出
来
る
｡
蝕
像

に
つ
き
て
は
次
の
双
晶
の
境
に
て
託
す
｡

b
､
左
水
晶

四
分

ノ
一
錐
面
の
杜
両
の
左
肩
に
現
は
れ
で

.
ゐ
る
も
の
で
､
其
の
四
分

ノ
一
錐
面
上
の
蝕

像
は
右
ビ
左
の
爾
晶
に
依

JD
て
其
の
現
は
れ

る
方
向
反
封
な
ら
｡
双
晶
の
図
参
照
｡

c
p
ド
ー
プ
イ

ネ
-
式
双
晶

1
､
着
誉

竺

胸
中
の

一
は
晋

誉

嵩

-

て
廻
博
し
描
･7,P
F
三

致
せ
し
た
め
に
相
浸

入
し
て
補
充
双
晶
を
な
す
も
の
ゐ

h

晶双式 - ネイ フ ド

a-∽R(徒爾)

p-A(菱健両)

=革 厄 介一雄)

丈

四
分

ノ
一
錐
mm
J
の
蝕

像
を
明
か
に
諦
め
得
る

笛

を
督
過
だ
す

｡
錐
面
の

四

六
伯
金
部
現

は
れ
る

も

閲

の
は
制
令
に
少
な
し
.

-,'Mlh の分四品水布 Ⅹごii此J).1.+.JJ.hpI:Tl.I.,
倣蝕ナこれLI硯lニ上

二
'
左
水
晶
二
個
が
達
人
双
晶
を
な
す
も
の
あ

れソo

札双武一 ネイ7-
(晶 水 滋)

倣蝕C/D⊥f(llJ冗



固 六 第

双
晶
で
な
い
か
ビ
皿
は
れ
る
も
の
が
あ
る
｡

荷
顧
徴
鋸
的
所
見
を
必
要
だ
す
る
の
で
あ
る

閥
の
如
き
結
晶
を
な
す
も
の
も
産
出
す
｡

9品双式Jレ ジラブ

P‥R
a=∽R

s-2%2

･:.i.''l･

d
､
ブ
ラ
ジ
ル
式
腔
晶
?

典
讐

石
,
左
翼

晶
が
竺

杜
面
(
城

)

を

佳
品
南
だ
し
て
双

晶
を
L･i
す
時
は
ブ
ラ
ジ
ル

式
双
晶
ど
な
る
｡

粍
晶
に
四
分

ノ
ti
錐

面

が

現
ほ
れ
な
い
た
め
に
確
定
す
る
こ
だ
が
Ⅲ
凍

な
い
が
.
左
右
両
晶
の
産
出
す
る
以
上

或
は

m
上

山

の
蛾

絢

飼
第
七
問
は

一
個
の
結
晶
に
非
ら
ざ
る
こ
E

は
其
の
色
に
依
-
て
明
か
に
知
る
こ
ど
も
出

凍
る
の
で
あ
る
｡

▽
以
上
の
如
-
今
日
ま
で
採
集
者
の
多
-
が
不

具
者
摸
ひ
に
し
て
捨
て
ゝ
顧
み
な
か
っ
た
中

よ
-
左
右
両
晶
.
ド
ブ
イ
ネ
-
式
双
晶
蝕
像

の
現
は
れ
光
る
結
晶
の
産
出
す
る
こ
AJd
を
明

ら
か
に
す
る
こ
E
が
揖
雄
花
｡

'
氷
人
水
晶

煙
水
晶
の
結
晶
中
に
液
機
及
ガ
ス
鰭
を
包
裏
し
て

重筑

7
七



地

球

第
十

1

怨

ゐ
る
｡
傾
け
る
時
は
包
姦
物
は
移
動
す
る
｡

4

､
華

人水

晶

蛙
水

晶

に

多

-
包
衷
物
は
主
だ
L
TJ
P
針
状
の
褐

色
電
気
石
L･す
り
｡
柿
に
は
柘
柑
石
を
包
表
せ
る
も

の
あ
-
(
下
附
上
小
撃
枕
標
本
中
に
あ
-
)
'
滋
賀

嘱
天
然
記
念
物
調
塞
報
骨
第

.1
冊
恩
師
小
舷
的
三

基
氏
の
調
査
報
骨
文
中
に
珍
中
の
珍
な
る
も
の
ど

し
て
モ
ナ
ゲ
イ
ト
人
の
鼎
水
晶
ビ
さ
れ
て
ゐ
る
が

そ
の
標
本
を
研
究
せ
る
に
モ
ナ
ザ
イ
ト
は
減
圧
五

-
五
･尤
度
に
し
て
結
晶
系
は
革
劉
晶
系
な
-
｡然

る
に
こ
の
程
ナ
ゲ
イ
ト
ビ
さ
れ
た
も
の
は
枚
度
約

七
度
紬
晶
は
等
軸
晶
系
の
菱
形
二
十
四
面
機
で
あ

る
｡
是
を
以
て
観
れ
ば
或
は
柘
瑠
石
に
あ
ら
ざ
る

か
ビ
瓜
は
る
｡

錫
石
哲
也
袈
せ
る
も
の
又
は
錫
石
が
附
着
せ
る
も

の
あ
り
｡

5
､
誤

水

晶

黒
色

不

透

明
tu,る
黒
水
晶
も
少
々
産
旧
す
.
柿
に

は
電
気
石
附
着
す
｡

節
二
寮

葦

質

石

節

h.}
雄

三
六

Tへ

1
.
産
山
状
態
だ
共
産
物

A
も
晶

洞

晶洞
は
花
岡
岩
中
に
岩
脈
を
な
せ
る
ペ
グ

マ
タ
イ

ト岩脈
中
に
布
衣
す
る
｡

B
.
晶
洞
中
に
鋭
物
の
成
生
せ
る
状
態

外
部
よ
り
額
げ
る
.J･J
攻
の
如
-
で
あ
る
.

1
'
風
化
せ
る
長
石
=
水
石

(
川
上
地
方
に
て
呼

ぶ
)

演
練

色
を
な
し
た
凪
化
せ
る
長
石
｡

2

'
雲

母

壁

間

の

敦

も
完
全
な
る
も
の
で
指
先
に
て
折
る

.,J
き
薄
-
完
全
に
壁
開
L
t

パ
リ
-
1
だ
膏
を

教
す
る
白
雲
母
｡
荷
チ
ン
ワ
ル
ド
雲
母
の
完
重

な
る
結
晶
を
揮
ふ
｡

2
'
水

晶

結
晶
完
盆
な
る
も
の
少
-
文
相
の
如
き
挽
両
を

有
す
｡

4
､
長

石

結

晶
は

､
バ

べ

ノ
式

'

カ

ル

,

ス

バ
ー

ド

式

.

マ
ネ

バ

ハ
式

双

晶

等

の
外
に

単

品

の

共

晶
を

産



出
す
0

色
-
挽
肉
褐
色

5
'輩
賛

石

大

き

な

長
石
の
下
方
に
叉
は
下
方
に
向
合
っ
て

抱
合
せ
の
形
に
て
産
出
す
る
も
最
も
多
-
は
確

た
る
形
を
な
す
.
粘
土
に
て
完
全
に
包
ま
れ
て

ゐ
る
｡

6
㌧
粘

土

晶
洞
中
を
満
た
し
粘
気
非
常

に
弧

-

一
種

の
粘

土

喚
フ
ン
プ

),
･7,
鼻

を
突

-

が
如

き
時

は

敢

も

良

質

褐

色

の
芙

晶

を
産
出
す
｡
色
は
褐
色
叉
は
褐
輩
色

な
-
〇

二
.
蓑
賛
石
の
色
･,J
晶
洞
の
外
壁
の
融
さ
を
典
に
す
る

1
P
褐
色
(
飴
色
)
の
美
晶

非
常
に
硬
し
｡

2
､
淡
音
色
の
.共
晶

か
柁
き
所
｡

3
.
無

色

風
化
し
た
晶
洞
中
に
外
部
よ
･Jl
蛾
棒

の
突
き
刺
し
得
る
邦
文
雨
水
の
た
め

洗
ほ
れ
て
地

上
に
現
は
れ
た
る
も
の

4
､
其
の
他

ヽ
--･1

a

〃

ト
ヅ

パ

ス

m
上

山

の
織

物

輔
水
其
の
他
流
水
の
た
め
に
押
流
さ
れ
結
晶
の

稜
(角
)
の
磨
滅
し
わ
言

も
.bl
t
又
は
肺
晶
面
の

ス
-

舶
子
の
や
-
に
な
り
た
る
も
の

b
､
バ
ー
ス
(
田
上
地
方
の
呼
名
)
-
蝕
像
の
現
は

れ
た

る
も
の

風
化
作
用
を
受
け
た
晶
洞
中
に
産
出
L
t
金
-

粘
土
に
包
ま
れ
､
金
瓶
品
所
に
蝕
像
を
現
は
す

三
､
結
晶
に
依
-
て
の
分
租

1.洗
面
式

洗

面
X
p
f
､

y
の
甫
よ
-
孜
逢
せ
る
も
の
で
､

外
観
､
屋
根
の
庇
の
如
き
形
を
な
し
て
ゐ
る
｡

h=与 拓 ~O
u=P
d=2P…
o=2P
L-∽PY
r=4PY

v-2P盲

･--㌻ p 2

i-÷ p
-■′

y-4PGつ己≡t≡i
f=2P∽

x-% p=

C=oP

2

'

錐

面

式

C
面
(

底
面
)
の
聴
達
を
旦

1
.
｡
､
u
p
v
.
ど
.
冗

等
の
譜
面
よ
-
教
逢
し
て
ゐ
る
｡
田
上
山
鹿
は

間
の
多
-
発
達
し
て
ゐ
る
の
む
特
徴
だ
す
る

署

石

山
九



悔n∂

地

相

解
十

E
怨

妨

五
靴

､
蝕
像
の
よ
-
現
は
れ
る
も
の

抽
晶
面
上
に
蝕
像
の
よ
-
現
は
れ
た
る
も
の
あ
-

蝕
橡
の
研
究
に
つ
き
で
の
託
罫
は
市
川
新
於
氏

に

依
-
LtJ
一
九
二
三
年
の
六
七
月

脱
の
ア
メ
-
カ
ン

｡
.Jrb
ヤ
ナ

ル
｡
オ
ブ

･
サ
イ

エ
ン

ス
誌
上
に
教
表
さ

れ
和
露

な
研
究

だ
し

て
世
界

に
｣静
め
ら
れ
た
0

第
三
茸

長

一
､
正
長
石
の
産
出
状
態
の
二
校

1
P
正
長
石
の
み
の
晶
洞
よ
-
産
出
す
る
も
の

正
長
石
の
み
の
晶
洞
は
粘
土
中
よ
り
､
バ
べ
ノ
式

双
晶
の
み
を
産
出
し
黄
塵
す
る
も

の
は
'
白
雲
母

の
み
な
･L1
0



2
ー
他
の
鶴
物
ビ
共
生
す
る
も
の

花
蘭
岩
中
の
ペ
グ

マ
タ
イ
J･
岩
脈
の
晶
洞
中
よ
り

水
晶
轟

賛
石
義

母
等
bJ
共
生
す
｡
結
晶
は
管

は

双
晶
は
バ
べ
ノ
革

カ

ル
ス
バ
ー
ド
式
÷

ネ
バ

ハ

式
等
の
種
々
あ
り
.

3
'
正
長
石
の
色
yJ
透
明
度

白
色
不
透
S
.
褐
色
不
透
明
.
牛
透
明
ー
透
明
p

紅
色
等
あ
り
.

4
'
長
石
姉

晶
の
四
櫛

A
t
軍

晶

産
出
非
常
に
少
覧
-
p
主
だ
し
て
黄
賛
石
の
晶

洞
中
に
鹿
出
す
｡
短
軸
の
方
向
に
延
長
せ
る
も

の
あ

-
｡

P=oP
L=C,3P

M=∽P∽

o=P

i-.=PTc
y-2p-
Z-…P3

Fq
､

カ
ル
,
ス

バ
ー
ド
式

双
晶

カ
ル
､
ス
パ
ー
ド
式
双
晶
は
非
常
に
多
数
に
産

ー
第

一
〇
間

k｡a
糊

の
方
向
に
延
長
せ
る

正
長
石
騒
｡=･

間 九 第

品坪.石 JA 正

出
し
革
質
石
だ
共
産

す
る
も
の
は
肉
褐
色

紅
色
の
美
晶
筏
も
.

第

二

間

カ

ル

ヽ
ス
バ
ー
ド
式
双
晶

山
上

山

の
餅

物



jlb

f

it

肺
十

丁
旬

爪

茄

;T
J

荒
0

M

C
p
QJ,
べ
･ノ
式
双
晶

IF
hS
･姦

晶

面

接
嫡

田

富

る
も
の
で
斜
朝
に
向

2っ
て
延
長
せ
る
も
の
他
の
錬
物
だ
典
生
す
る
も

の
ど
こ
れ
の
み
の
叔
洞
を
な
す
も
の
ど
ゐ
-
～

バ
べ
ノ
式
の
み
の
晶
洞
よ
-
産
出
す
る
も
の
は

白
色
不
透
明
L･4
-
0

lTL.1双式 ドー パス ､JLカ

二

二

卦

し
｡

D
.
T,
ネ
パ

パ

式
双

晶

底
耐
(
d
)を

接
場
面
ど

す
接
触

双

晶

産

出
非
常

に

少

な

L

.

黄

欝

石

ビ

北
産

す

る
-
の
に
は
美

晶
ゐ
-
O

E
t
バ
ネ
バ
ハ

式
双

晶

マ
ネ
パ
パ

式
だ
パ
ブ

ヱ
ノ
式
の
適
合

誉

m
を
な

す
も
の
稀

に
座
す
｡

第

H
F
.園

第

1
四
閲

バ

ベ
ノ
式
双
晶

属｢

聞三-一節

P

こ
の
式
の
も
の
が
最
も
多

い
○

厨
.''1
ネ
ノ
式
双
晶
に
は
其

其
の
面
の
現

は
れ
方
の

視
雛
な
る
-

の
非
常
に

晶双式 ハバネマ



三
､
尊
幾
長
石

塵

状

岩
石
剖
日
の
硬

い
･:石
盤
中
に
曹
連
長
石

の

み
産
出
す
る
も
の
で
共
産
す
る
も
の
な
し
｡

結

晶

1
､
カ
ル

､
ス
バ
ー
ド
式
双
晶

二
､

底
面
(

o
P

)

卓
面
+

に
多
数
の
溝
を
有
す
｡

2
､
其
の
他
に
結
晶
面
上
に
溝
多
-
し
て
其
の
双

晶

の
何

れ

な
る

か
判
別
し
鋤
き
も

の
あ
り

)

四
'
天
河
不

抜
純
色
の
共
晶
産
出
せ
る
こ
だ
わ
り
だ
聞
き
屠
れ
.'U

も
未
だ
採
基
す
る
に
至
ら
ず
｡

第
四
輩

雲

母

三

雲
付
の
産
出
状
態
の
二
種

l
t
雲
母
の
み
の
晶
洞
は
晶
洞
の
構
造
小
さ
-
貼
土

嚢
は
れ
其
の
中
よ
り
粒
状

を
な
し
て
産
出
す
る
時

又
は
革

板
状
の
壁
間
片
が
水
平
に
現
は
る
る
時
は

雲

母

の

み

の

晶

洞

に

し

て

他

に

共

産

鋸

物
な
し

｡

2
P
共
産
物
の
あ
る
晶
洞

雲
母
は
白
措
両
種
北
ハ
に
何
れ
の
晶
洞
中
か
ら
も
P

m
上
山

の

拙

物

三
､

他
の
蘭
物
ビ
共
生
す
る
多
-
は
偏
平
花
成
状
を
Ll

L
､
其
の
努
開
片
は
晶
洞
の
中
に
垂
直
の
姿
勢
を

ど
-
て
産
出
す
る
場
合
多

し｡

黒
雲
母

到
る
朋
よ
-
産
出
す
'
探
褐
色
は
漆
黒
色
の
板
状

を
な
し
て
良
結
晶
少
な
し
｡
壁
開
片
に
は
LL
b
市

に
寧
行
に
雛
あ
-
'
叉
同
方

_
Li
銀
白
色
雲
母
に

累
屠
壁

ホ
す

こ
だ
わ
･iL
.

自
室
渦

到
る
朋
よ

り
産
出
を
兄
'
結
晶
に
大
小
の
二
種
あ

I

.0
小

晶
ペ
グ

ヤ
タ
イ
ト
晶
洞
中
に
貸
費
石
.
水
晶
､
長

石
等
･,J
北
ハ鎌
す
｡
無
色
六
角
板
状
を
な
す
｡
其

の
大

い
さ

一
〇
粍
-

1
正
純
が
'
普
通
な

り
｡

六
蛍
に
平
行

に
匿
角
の
勧
め
ゎ
｡
蓋

W
組
織
を

な
し
六
箇
の
三
角
形
の
分
匿
を
な
pF,｡
封
栴
双

晶
む
な
し
､
封
柄
面

は普
通
の
雲

母
式
な
り
.

大

晶

色

銀
白
色
殆
ん
で
不
透
明
な
る
部
分
多
-
累

詩

l

二
三



地

球

節
十

丁
奇

骨
構
造
を
な
す
中
央
部
の
新
鮮
な
る
所
は
中
速

明
快
褐
色
な
-
0

四
､
チ
ン
プ

ル
ド
雲
母

田
上

の
特
産
で
あ
る
｡

産

朕

薫
賛
石
p
錫
石
等

ビ共
生
す
J

殖

晶

六
角
板
状
の
結
晶

をな
し
且
つ
鼎
背
構
造

を
L･i
す
0

包

外
静
-
無
色
(
叉
は
白
色
〕
中
間
-
淡
紫
色

中
央
I
淡
褐
色
'
低
所
に
平
行
な
る
壁
間
面
に
は

､u
-
両
に
並
行
な
る
触
あ
-
｡
又
其
の

1
線
に
並

行
な
る
割
日
髪
不
す
こ
ど
あ
-
.

帳
面
I
異
の
晶
面
の
外

にLJ
面
に
並
行
の
如
き
暇

名
あ
-
｡
分
解
せ
る
も
の
は
無
色
濠
に
は
白
色

不
透
明
.jJな
る
｡

第

五
茸
其
の
他
の
鋭
物

二

を
ナ
ザ
イ
ト

(
麟
黄
石
)
放
射
能
焼
物

黄
賛
石
の
晶
洞
中
に
産
出
L
t
主
だ
し
て
黄
驚
石
の

包
裏
物
又
は
､
正
長
石
の
包
塞
物
だ
し
て
有
名
な
-

叉
外
部
に
附
着
せ
る
も
の
め
-
｡
終
晶
の
完
金
な
る

解

五

節

高

二

二
日

も
の
あ
pa
O

二
､
電
気
石

産
出
状
態
の
二
相

1
､
水
晶
の
包
妾
物
,1J
し
て
褐
色
針
状
の
結
晶
を
な

す
0

2
P
電
束
石
の
み
の
晶
洞
中
(
経
間
ケ
隷
)

自
色
砂
中
の
粘
土
中
に
針
状
の
電
気
石
無
敗
に
蜘

螺
の
盛
の
如
き
網
状
を
な
し
て
産
出
す

(
砂
の
光

輝
弧
-
日
光
に
反
射
す
る
)

3
'
花
園
岩
中
の
副
食
分
だ
し
て
針
状
の
電
気
石
あ

'り

〇

三
七
線

杜
石

崖
状
の
二
種

1
.
電
気
石
ビ
同
じ

2
､
岩
石
の
制
日
に
白
き
膳
あ
り
て
其
の
脈
中
に
小

さ
き
晶
洞
を
な
し
針
状
又
は
大
晶
を
崖
出
す
｡
白

色
砂
又
は
粘
土
に
て
包
ま
れ
て
ゐ
る
｡

結

晶

1
､
針
状
又
は
柱
状
結
晶
は
色
淡
褐
緑
色
叉
は
淡
紬

褐
色
で
透
明
な
-
.



2
P
大
な
る
結
晶
は
多
-
淡
青
色
に
し
て
努
関
税

多
-
現
は
る
｡
美
し
き
も
の
な
rin
｡

四
.
磁

石

晶
洞
中
に
産
す
る
水
晶
に
小
結
晶
の
包
泰
物
だ
し
て

産
山
し
.
テ
ン
ワ
ル
ド
雲
母
h
L随
件
す
る
を
普
通
だ

す
る
〇

五
.
狼
蛾
鋸
(
タ
ン
グ
ス

テ

ン
鋸
石
)

晶
洞
中
よ
-
板
状
の
美
晶
を
産
出
す
.

狼
鎖
鋭
の
み

を
産
出
す
る
も
の
写
他
の
鋤
物
だ
共
生
す
る
も
の
ど

の
二
つ
の
産
〓
耽
溺
仙あ
ら
｡

圃六一第

晶双式 卜-バ･7t,レカ(A)
(石長速習)

圃 六 一 第

駒(L長上同(B)

六
､
万

鎗

錬

七
'
閃
亜
鉛
鶴

A
.
黄

銅

鮮

典
に
上
m
上
村
桐
庄
駒
坂
山
附
近
の

白
石
(
石
英
の
大
な
る
も
の
)中
に
産

S
b
o

†ヽノ

)

べ

習

ノ

速

p
′

式

長

双

石

目m

′し

九
p

マ
ン
ガ
ン
鋭

1
､
枚

マ
ン
ガ
ン

2
'
軟

マ
ン
ガ
ン
1
花
南
岩
の
裂
日
等
に
美
し
き
私

革
石
ビ
し
て
産

出
す

◎
附

曹
連
長
石
(第
三
寧

こ
の
迫
補

二
二
参
照
)

粍
晶
l
斜
長
石
の
カ
ル
､
ス
バ
ー
ド
式
双
晶

2
P
バ
べ
ノ
ー
式
双
晶

;
上
山

の
鎌

物

凧取の石長正

荷
其
の
他
に
決
定

し
が
陀
き
双
晶
?

あ
り
〇

二
'
正
長
石

畢
晶
に
次
の
如

き
も
の
あ
-
0

黄
賓
石
の
晶
洞

中
に
産
出
し
化

る
も
の
な
-
0

『
田
上
関
城
』
の

こ

1̂J
｡
克
京
上
野

博
物
館
内
に
我
が

問
叔
大
の
臓
銀
だ



地

球

第
十

丁
増

し
て
陳
列
さ
れ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
は
焼
物
の
仲
買
を
し
て

居
ら
れ
た
上
野
瀧
減
氏
(
下
田
上
村
路
津
)
が
､
大
津
市

の
或
る
古
物
商
の
軒
下
に
出
て
ゐ
化
の
を
買
取
ら
れ
て

家
に
朗
減
さ
れ
て
居
た
の
を
京
都
の
商
人
に
貿
卸
さ
れ

た
.
こ
れ
が
限
銭
で
あ
っ
た
こ
ど
な
知
っ
た
上
野
氏
の

苗
び
は
叉
格
別
で
あ
っ
た
が
其
の
革
は

一
生
忘
れ
程
ぬ

･;I･B
r<
班

三
川
四

二

六

も
の
ゝ
如
-
生
前
物
語
ら
れ
た
｡
こ
の
院
政
の
出
所
を

知
る
に
も
古
物
商
は
不
明
,fJ
な
っ
た

～
め
に
永
久
に
判

明
せ
ず
､
甲
上
か
ら
出
た
も
の
･J･J
L
で
霜
都
の
商
人
に

も
の
で
あ
る
0

近

畿

地

質

顛

床

の

和

泉

囲

摘

出

火

山

南
海
電
車

貝

塚
輝

か

ら

東

南

六

軒
に
し
て
垂
向
い
水

間

の
観
音
寺

が
か
る

｡

こ
～
か
ら
兼
方

二
粁
の
地
鮎

に

銅
山
の
小

火
山
が
あ
る
｡
和
泉
山
脈
の
北
経
を
な
す
片

麻
岩
質
花
園
岩
の
山
地
だ
砂
磯
'
粘
土
厨
よ
-
な
る
丘

陵
地
ど
の
逮
-
か
わ
-
の
部
に
付
す
る
小
さ
な
ド
ー
ム

で
あ
る
｡
瓦
常
介

一
地
形
岸
和
田
で
見
れ
ば
小
さ
い
な

が
ら
刷
-
櫨
-
上
っ
た
等
高
線
で
直
ち
に
尖
れ
ビ
気
付

断

片

春

本

矯

犬

上

精

嚢

次

郎

-
｡

標
高

一
八
三
光
p
附
近
の
平
地
か
ら
は
僅
か
に
五

六
十
米
の
高
さ
を
有
す
る
'i
過
ぎ
な
い
｡
底
直
種
約
四

〇
〇
米
｡
頂
上
は
火
口
が

な-
p
極
め
て
平
坦
で
あ
る

東
田
は
蜜
柑
畑
に
被
は
れ
頂
上
附
鑑
に
は
総
称
が
あ
っ

て
火
山
岩
の
明
瞭
な
露
出
は
殆
BRjJ
見
ら
れ
な
い
が
山
の

外
形
,fJ
散
乱
す
る
岩
井
Aij
に
よ
っ
て
熔
岩
の
分
布
は
略

察
せ
ら
れ
る
｡

岩
石
は
近
畿
各
地
に
見
る
小
火
山
の
そ
れ
ビ
同
様
に


